
 

令和７年度ひろしま自然保育推進事業 活動報告書 

 

令和 8 年 4 月 27 日 

 

団体所在地 広島市安佐北区深川 

8 丁目 36-13 

団体の名称 学校法人 うすい会 

広島高陽学園 

職 ・ 氏 名 理事長 碓井 法明 

（施設名 広島高陽学園） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動報告（詳細） 

 

 

 

 

（活動内容） 

・つつじの色染め ・アゲハチョウの観察 

・梅の収穫・ジャガイモの収穫 

・田作り ・ゴマの種植え 

・田植え 

・スイカ・かぼちゃの苗植え 

・朝顔の栽培 

・春の草花で遊ぶ 

（活動内容） 

・水遊び 

・スイカ・かぼちゃの栽培 

・お月見会 

・ゴマの観察、刈り取り、干す、収穫 

 

（活動内容） 

・稲刈り ・天体望遠鏡で月を見る 

・玉ねぎ植え・大根の種植え 

・さつま芋掘り・稲刈り 

・収穫祭・脱穀・おむすび作り 

・もちつき ・ゴマを洗う、仕分け 

 

（活動内容） 

・大根抜き 

・雪遊び 

・春見つけ 

・じゃがいもの種芋植え 

 

 



活動報告（詳細） 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちがグラウンドで幼虫を見つけました。調べ

てみるとアゲハチョウの幼虫ということがわかりま

した。もう一匹見つけたことで、羽化するまで観察す

ることにしました。図鑑で調べると、幼虫になったと

きにいた木の葉っぱしか食べないことがわかりまし

た。グラウンドにある夏みかんの木で見つけたので、

夏みかんの葉っぱをあげることにしました。赤ちゃん

だった幼虫が蛹になる準備を始めた日、1 番目 2 番目

の蛹からアゲハチョウが羽化しました。蛹になって12

日後の羽化でした。羽を広げる蝶を見て子供たちは大

興奮‼「わぁ！蝶になっとるよ！」「2 匹蝶になっと

る！」「かっこいい！」「図鑑に載っとるやつだ！」「こ

れが蝶になったんよね？」「全然形が違うね」「なんで

だろ？」たくさんの不思議と発見がありました。この

日の午後、降園前に年長児みんなで夏みかんの木の近

くで放してあげました。「バイバ～イ‼また遊びに来て

ね～‼「元気でね～！」にこにこ笑顔でみんなで見と

どけました。 

 

 

 

 

夏季保育の期間もゴマの観察を続けました。ゴマの

背が高くなってきました。葉っぱの匂いを嗅ぐ子も

いました。ゴマの花は紫色でした。 

夏休みが終わる頃、夏の暑い日差しを浴びてゴマが

大きく生長していました。自分たちの背よりも大き

く生長したゴマを見てビックリする子ども達でし

た。 

９月にゴマの刈り取りをしました。収穫した枝から

葉っぱを取り、実と枝だけにして教室に持ち帰りま

した。枝を縛って干して乾燥させました。乾燥した

ら、枝を振って実からゴマを取り出します。 

 

 

(ゴマの観察、刈り取り、干す、収穫) 

 



 

（大根の収穫） 

 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乾燥させたゴマを数回水で洗い、砂、ゴミを洗い流

しました。芽が出ないように平たく置きます。乾燥

させた後は、さらに小さなゴミとゴマを仕分けして

いきます。食べられるようになるまでには、かなり

の時間がかかりそうです。 

乾燥したら、ゴマの仕分けをしました。たくさんの

ゴマの中からゴミを見つけ出し、きれいなゴマと分

けました。とても根気がいる作業で、みんなの食卓

にあるゴマは食べられるまでにかなりの時間がか

かっていることが分かりました。みんな集中して、

もくもくと仕分けをしていました。綺麗に仕分けが

できたときには達成感にあふれたいい笑顔が見ら

れました。 

 

 

（ゴマを洗って干す、仕分け） 

 

 

１０月に大根の種を畑にまきました。人差し指く

らいの穴の中に種をまき、「おおきくなってね！」と 

子どもたちが言いながら土のお布団をかけました。

時々、畑に大根の生長を見に行くと、葉っぱが大き

くなっている様子を見て、大根の葉っぱと子ども達

と背比べをしてみました。 

 １月に大きくなった大根を抜きました。大きな大

根を両手で「よいしょ！よいしょ！」と、大きな声

で力いっぱい抜きました。抜けた大根を嬉しそうに

見せてくれました。給食で豚汁の中に大根が入って

いました。「高陽学園の畑の大根だね！」と、子ども

たちは嬉しそうに話し、おいしくいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

    野菜の栽培においては実際にどのようにしたら大きな実が出来るのか、 

   芽かきの方法など指導をうけ、職員も少しずつ野菜づくりへの知識を広げている。 

 

 

 

 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

専門知識のある地域の方に野菜の土づくりや栽培方法を実際に指導していただき、学んでいく。 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

田植え見学の日等を設け、保護者の方も田植え体験ができるようにする。 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URL をご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


